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65　南都禰宜衆の面打

南
都
禰
宜
衆
の
面
打

宮　

本　
　

圭　

造

　

は
じ
め
に

中
世
か
ら
近
世
初
期
に
活
躍
し
た
面
打
の
中
に
は
、
僧
籍
を
有
す
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
世
襲
面
打
家
の
出
目
家
・
井
関
家
と

系
譜
上
の
繋
が
り
が
あ
る
越
前
の
三
光
坊
や
近
江
の
大
光
坊
を
は
じ
め
、
戦
国
期
に
活
躍
し
た
平
泉
寺
の
財
蓮
坊
、
桃
山
期
に
活
躍
し
、

豊
臣
秀
吉
か
ら
「
天
下
一
」
の
称
号
を
授
か
っ
た
醍
醐
日
野
法
界
寺
の
角
坊
、
さ
ら
に
は
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
や
『
面
打
秘
伝
書
』
に

名
前
の
み
見
え
る
興
福
寺
の
般
若
坊
・
智
恩
坊
・
吉
常
院
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
彼
ら
の
中
に
は
、
大
光
坊
や
角
坊
の

よ
う
に
、
能
面
の
み
な
ら
ず
仏
像
の
制
作
を
も
手
掛
け
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
人
物
も
お
り
、
寺
院
に
お
け
る
仏
像
制
作
を
め
ぐ
る
環
境
が
、

同
時
に
能
面
制
作
の
温
床
と
も
な
っ
て
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
方
、
神
社
の
周
辺
に
は
、
能
面
史
に
名
前
を
残
す
人
物
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
神
社
に
お
い
て
は
神
像
彫
刻
の
工
房
が
ほ
と
ん
ど
発
達
を
見
な
か
っ
た
こ
と
が
主
た
る
要
因
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
数

少
な
い
例
外
と
い
え
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と
す
る
南
都
春
日
社
の
禰
宜
衆
に
よ
る
能
面
制
作
の
事
例
で
あ
る
。

南
都
春
日
社
の
下
級
神
職
で
あ
る
禰
宜
衆
は
、
中
世
末
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
旺
盛
な
演
能
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
様
相
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
南
都
禰
宜
衆
の
演
能
活
動
」（『
上
方
能
楽
史
の
研
究
』〔
二
〇
〇
五
年
、
和
泉
書
院
〕
所
収
）で
詳
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
南
都
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春
日
社
の
禰
宜
衆
が
能
面
制
作
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
彼
ら
の
演
能
活
動
の
活
発
化
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
以
下
、
春
日
社
の
禰
宜
衆
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
面
打
と
し
て
、
宮
野
・
野
田
新
助
・
大
宮
大
和
・
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
四
名
を
取

り
上
げ
、
そ
の
事
跡
と
実
作
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
面
打
の
伝
記
に
関
す
る
筆
者
の
一
連
の
研
究
（
注
１
）に
連
な
る
も

の
で
あ
る
。

［
宮
野
］

宮
野
は
、『
大
野
出
目
家
伝
書
』『
仮
面
譜
』
が
「
中
作
」
の
一
人
と
し
て
挙
げ
る
面
打
で
、『
大
野
出
目
家
伝
書
』
は
「
奈
良
若
宮
社

人
」、『
仮
面
譜
』
は
「
南
都
若
宮
ノ
社
人
」
と
す
る
（
注
２
）。
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
、
南
都
春
日
若
宮
社
の
神
職
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

南
都
春
日
社
は
大
宮
社
と
若
宮
社
と
か
ら
成
り
、
大
宮
社
に
は
中
臣
姓
の
正
預
方
と
大
中
臣
姓
の
神
主
方
、
若
宮
社
に
は
千
鳥
姓
の
若
宮

神
主
方
の
社
家
が
い
た
。
そ
の
支
配
下
に
そ
れ
ぞ
れ
組
織
さ
れ
た
の
が
南
郷
方
・
北
郷
方
・
若
宮
方
の
三
方
禰
宜
で
、
宮
野
は
こ
の
う
ち

若
宮
方
の
禰
宜
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
禰
宜
関
係
の
資
料
に
は
「
宮
野
」
姓
の
禰
宜
を
見
出
せ
ず
、
い
ま
だ
そ
の
真

否
は
不
明
で
あ
る
。

喜
多
古
能
が
『
面
目
利
書
』
で
「
慥
な
る
も
の
を
見
す
、
論
し
か
た
し
、
尤
印
判
名
等
彫
付
あ
る
事
な
し
（
注
３
）」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
宮
野

の
現
存
作
例
は
少
な
い
。
管
見
で
は
、
京
都
の
野
村
美
術
館
に
「
宮
野
作
」
と
刻
銘
の
あ
る
怪
士
、
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
リ
ー
ト

ベ
ル
ク
博
物
館
に
「
宮
野
作
」
と
墨
書
の
あ
る
怪
士
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
斎
藤
香
村
「
能
面
使
用
別

（
八
）」（『
謡
曲
講
座
』
第
二
期
第
八
輯
〔
一
九
二
八
年
、
謡
曲
講
習
会
〕）に
、「
宝
生
大
夫
家
に
は
古
く
か
ら
宮
野
作
の
髭
癋
見
を
秘
蔵
し
て
居

る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
調
査
の
機
会
を
得
な
い
。
も
っ
と
も
、
上
記
の
怪
士
二
面
も
、
面
裏
の
銘
記
が
か
た
や
刻
銘
、

か
た
や
墨
書
銘
と
一
致
せ
ず
、
い
ず
れ
が
真
作
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
い
ず
れ
も
が
真
作
で
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
、
は
っ
き
り
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し
な
い
。
刻
銘
・
墨
書
銘
の
筆
跡
も
同
一
人
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
り
、
作
風
に
も
あ
ま
り
共
通
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
リ
ー

ト
ベ
ル
ク
博
物
館
の
怪
士
は
や
や
生
硬
な
彫
刻
で
、
作
と
し
て
も
劣
っ
て
お
り
、
宮
野
作
に
仮
託
し
た
別
人
の
作
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、

野
村
美
術
館
蔵
の
怪
士
は
、
眉
間
の
緊
縮
を
刻
み
、
ま
た
、
コ
メ
カ
ミ
部
分
を
窪
ま
せ
て
頬
骨
を
強
調
す
る
立
体
的
な
表
現
が
見
事
で
、

な
か
な
か
優
れ
た
彫
技
を
見
せ
る
。
こ
ち
ら
が
宮
野
の
真
作
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
材
は
桐
。
面
裏
に
「
宮
野
作
」
の
刻
銘
の
ほ
か
、

「
元
禄
三
年
午
／
香
取
ゟ
出
ル　

三
光
作
」
の
朱
漆
書
が
見
え
る
。「
香
取
」
は
春
日
社
と
も
関
係
の
深
い
下
総
の
香
取
神
宮
か
。
こ
の
面

が
「
三
光
作
」
と
さ
れ
た
理
由
は
定
か
で
は
な
い
。

［
野
田
新
助
］

野
田
新
助
の
名
前
が
文
献
に
現
れ
る
最
初
は
大
蔵
虎
明
の
『
わ
ら
ん
べ
草
』
で
、
面
打
に
関
す
る
記
述
中
に
「
野
田
新
助　

秀
能
井
と

名
を
打
つ
、
是
は
狂
言
面
打
」
と
見
え
る
。
こ
の
記
事
は
、
寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）頃
成
立
の
『
面
之
書
』、
喜
多
古
能
の
『
仮
面
譜
』

に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
『
仮
面
譜
』
に
は
、「
中
作
以
後
」
す
な
わ
ち
「
太
閤
時
代
」
の
面
打
と
し
て
、「
野
田

新
助　

秀
能
井
ト
彫
附
ア
リ
」
と
あ
る
。
も
っ
と
も
、
喜
多
古
能
自
ら
『
面
目
利
書
』
に
「
た
し
か
な
る
物
を
見
す
、
論
し
か
た
し
」
と

記
し
て
お
り
、
野
田
新
助
が
「
秀
能
井
」
の
刻
銘
を
用
い
た
と
い
う
点
も
、
秀
吉
時
代
の
面
打
で
あ
っ
た
と
い
う
点
も
、
即
座
に
信
じ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

現
在
、
野
田
新
助
の
唯
一
の
作
例
と
し
て
知
ら
れ
る
の
が
、
奈
良
吉
野
・
天
河
神
社
蔵
の
小
面
で
あ
る
。
万
媚
を
思
わ
せ
る
艶
や
か
な

表
情
の
女
面
で
、
面
裏
は
幅
の
均
一
な
横
方
向
の
刀
目
で
整
え
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
朱
書
に
よ
る
銘
を
記
す
。

　
　
　
　

願
主

　

奉
寄
進
新
輔
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天
河
弁
財
天
女
社

　
　
　

寛
永
五
戊辰

十
月
十
二
日

　
　
　

秀
能
井
時
守

　
　
　
　
　
　

市
守

右
の
朱
書
銘
は
、
寛
永
五
年（
一
六
二
八
）、「
新
輔
」
が
願
主
と
な
っ
て
こ
の
面
を
天
河
社
に
寄
進
し
た
由
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
、
銘
記
の
末
尾
に
名
前
が
見
え
る
秀
能
井
時
守
・
市
守
と
「
新
輔
」
と
の
関
係
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
幾
つ
か
の
可
能
性

が
想
定
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
「
新
輔
」
は
こ
の
面
を
寄
進
し
た
願
主
で
あ
り
、
秀
能
井
時
守
・
市
守
は
そ
の
寄
進
の
仲
介
を
果
た

し
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
、
②
「
新
輔
」
は
秀
能
井
時
守
・
市
守（
の
い
ず
れ
か
）と
同
人
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
面
の
作
者
で
も

あ
る
と
い
う
可
能
性
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
①
は
「
新
輔
」
が
秀
能
井
時
守
・
市
守
と
は
別
人
と
考
え
る
立
場
だ
が
、
そ
の
場
合
も
、

「
新
輔
」
が
右
の
面
の
作
者
で
あ
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
秀
能
井
時
守
・
市
守（
の
い
ず
れ
か
）が
作
者
で
あ
る
可
能
性
の
両
方
が
想
定
さ
れ

る
。
後
藤
淑
『
中
世
仮
面
の
歴
史
的
・
民
俗
学
的
研
究
』（
一
九
八
七
年
、
多
賀
出
版
）は
、「
新
助
が
寛
永
五
年
に
、
な
お
生
存
し
て
い
た
こ

と
が
知
る
こ
と
を
で
き
、「
秀
能
井
時
守

市
守

」
と
い
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
」
る
と
す
る
が
、
こ
れ
は
『
わ
ら
ん
べ
草
』
が

「
野
田
新
助　

秀
能
井
と
名
を
打
つ
」
と
記
す
の
に
拠
っ
た
も
の
で
、
時
守
と
市
守
と
い
う
二
つ
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
は
度
外
視
し
て
い
る
。

こ
の
秀
能
井
時
守
・
市
守
が
南
都
春
日
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
南
都
禰
宜
衆
の
演
能
活
動
」
の
注（
３
）

に
す
で
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
春
日
社
禰
宜
諸
家
の
系
図
『
家
系
』（
梅
田
保
氏
蔵
）に
よ
れ
ば
、
秀
能
井
家
は
春
日
大
宮

の
神
主
方
に
従
属
す
る
北
郷
方
の
禰
宜
で
、
平
安
後
期
の
永
延
二
年（
九
八
八
）に
春
日
社
の
附
属
と
な
っ
た
藤
原
清
貞
の
三
男
清
景
に
始

ま
る
家
系
と
い
う
。
秀
能
井
時
守
は
そ
の
二
十
四
代
目
に
あ
た
り
、
慶
長
四
年（
一
五
九
九
）に
禰
宜
入
職
、
正
保
四
年（
一
六
四
八
）の
没
で
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あ
っ
た
。
一
方
の
市
守
は
、
時
守
の
弟
で
あ
る
こ
と
が
、
卜
部
吉
田
家
出
身
の
僧
神
龍
院
梵
舜
の
日
記
『
舜
旧
記
』
か
ら
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
秋
元
信
英
「
中
世
の
春
日
社
神
殿
守
を
め
ぐ
る
法
と
制
度
」（『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
二
十
九
号
、
一
九
七
二
年
）が
紹
介

す
る
大
宮
家
蔵
『
春
日
藤
原
禰
宜
系
図
』
乙
本
に
は
、
秀
能
井
時
守
の
次
代
乗
守
が
十
三
歳
で
早
世
し
、
そ
の
後
を
時
守
の
弟
の
主
膳
正

存
守
が
継
承
し
た
由
が
見
え
る
が
、
こ
の
存
守
の
初
名
が
市
守
で
、
前
記
『
家
系
』
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
存
守（
市
守
）の
没
年

は
寛
文
十
年（
一
六
七
〇
）と
い
う
。
な
お
、『
舜
旧
記
』
に
は
秀
能
井
時
守
・
市
守
の
名
が
頻
出
し
、
神
書
の
貸
し
借
り
を
通
じ
て
梵
舜
と

親
し
く
交
流
し
て
い
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
記
事
の
一
部
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　

�

予
留
守
ニ
、
南
都
野
田
村
之
禰
宜
藤
屋
主
膳
上
洛
、
飴
桶
一
ツ
・
油
煙
一
包
一
丁
・
円
柿
二
袋
持
来
也
、
去
々
年
上
洛
之
時
、
約
束

神
書
之
内
、
元
々
抄
五
冊
持
上
也
、
連
々
及
聞
一
覧
申
度
由
申
入
、
依
テ
如
此
也
、
依
留
守
懇
ニ
申
置
候
也（
元
和
八
年
一
月
二
十
八
日

条
）

　

�

奈
良
藤
屋
民
部
少
輔
ヨ
リ
飴
一
桶
・
円
柿
一
袋
、
同
藤
屋
主
膳
、
法
論
味
噌
一
桶
、
書
状
ニ
テ
来
也
、
泰
山
府
君
之
次
第
・
同
絵
図

一
枚
・
護
摩
次
第
二
ツ
指
上
也
、
予
為
返
礼
、
茶
之
帯
一
筋
・
扇
二
、
民
部
方
遣
也
、
主
膳
方
へ
ム
ラ
サ
キ
帯
一
筋
・
扇
二
遣
也

（
元
和
九
年
一
月
二
十
四
日
条
）

　

�

奈
良
之
藤
屋
民
部
所
ヨ
リ
柿
一
籠
来
、
書
状
添
也
、
太
麻
之
事
・
木
綿
襁
・
日
本
書
紀
之
事
尋
来
也
、
泰
山
府
君
之
不
審
七
ヶ
條
尋

来
、
当
家
之
事
無
ニ
依
テ
不
謁
之
由
申
遣
也（
元
和
九
年
閏
八
月
二
十
一
日
条
）

　

�

南
都
奈
良
禰
宜
之
内
、
藤
屋
民
部
少
輔
書
状
・
団
扇
一
ツ
・
茶
碗
箱
入
二
、
同
舎
弟
主
膳
佑
団
扇
一
ツ
・
書
状
来
也（
寛
永
元
年
六
月

二
十
八
日
条
）

　

�

南
都
藤
屋
民
部
少
輔
時
守
・
舎
弟
主
膳
正
市
守
、
中
臣
祓
依
所
望
両
巻
書
之
也
、
幷
奥
書
迄
申
来
候
間
、
乍
斟
酌
書
之
也（
寛
永
四
年

八
月
十
九
日
条
）
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南
都
秀
能
井
主
膳
正
幷
民
部
少
輔
令
返
事
、
元
々
集
両
冊
返
進
也
、
中
臣
祓
二
巻
依
所
望
、
予
写
遣
也（
寛
永
四
年
九
月
十
五
日
条
）

　
�

奈
良
秀
能
井
主
膳
来
、
籠
栗
・
油
煙
二
挺
、
舎
兄
、
油
煙
二
挺
来
也
、
晩
食
申
付
、
小
護
摩
次
第
持
来
也（
寛
永
五
年
十
月
二
十
五
日

条
）

　

�

南
都
秀
能
井
民
部
少
輔
上
洛
也
、
油
煙
一
挺
、
弟
主
膳
ヨ
リ
書
状
来
、
油
煙
一
挺
来
也
、
則
民
部
へ
及
面
談
、
晩
食
・
御
酒
羞
了

（
寛
永
六
年
一
月
二
十
八
日
条
）

　

�

南
都
ヨ
リ
秀
野
井
兄
弟
ヨ
リ
音
信
、
民
部
少
輔
、
諸
白
樽
長
樽
一
ツ
・
団
扇
一
ツ
、
弟
主
膳
ヨ
リ
団
扇
一
ツ
来
也
、
今
度
始
而
大
和

神
主
職
永
代
預
リ
之
由
申
来
也
、
次
予
為
返
礼
扇
五
箱
入
、
民
部
へ
遣
也
、
同
弟
主
膳
へ
踏
皮
一
足
遣
也
、
使
者
急
下
候
由
依
申
、

少
返
礼
也（
寛
永
六
年
七
月
十
日
条
）

　

�

巳
刻
ニ
奈
良
禰
宜
秀
能
井
民
部
上
洛
也
、
油
煙
一
挺
・
ア
メ
一
桶
、
大
和
社
縁
起
持
来
也
、
舎
弟
主
膳
ヨ
リ
南
都
小
樽
一
ツ
上
也
、

依
客
来
返
事
ニ
不
及
皆
帰
也
、
乍
去
及
対
面
、
暫
雑
談
共
也（
寛
永
六
年
十
一
月
十
四
日
条
）

　

�

南
都
秀
能
井
民
部
少
輔
上
洛
来
、
団
扇
一
本
持
来
也
、
舎
弟
主
膳
ヨ
リ
団
扇
一
本
来
也
、
則
振
舞
申
付
、
相
伴
也
、
今
日
奈
良
へ
下

之
由
候
間
、
主
膳
方
へ
返
礼
ト
シ
テ
錫
棗
一
ツ
遣
也
、
民
部
ヘ
ハ
硯
水
入
壱
ツ
・
金
ノ
ハ
リ
コ
一
ツ
添
遣
也
、
折
節
之
刻
、
不
及
是

非
体
也
、
次
民
部
依
所
望
供
米
・
散
米
要
文
書
也
、
則
宗
源
行
事
之
内
、
供
米
之
文
書
遣
也（
寛
永
八
年
七
月
五
日
条
）

　

�

南
都
藤
屋
民
部
少
輔
依
上
洛
来
也
、
油
煙
二
挺
持
参
、
弟
主
膳
ヨ
リ
油
煙
二
挺
来
、
民
部
晩
食
俄
令
用
意
、
相
伴
也（
寛
永
八
年
十
月

六
日
条
）

　

南
都
春
日
禰
宜
之
内
、
秀
能
井
民
部
少
輔
方
書
状
来
、
飴
一
桶
、
幷
舎
弟
主
膳
方
、
飴
一
桶
来（
寛
永
八
年
十
二
月
十
九
日
条
）

　

南
都
之
社
家
秀
能
井
主
膳
ヨ
リ
依
所
望
、
書
遣
分
也

　
　
　
　

参
詣
之
次
第
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神
前　
　
　
　
　
　

庭
上
ニ
円ヱ
ン
サ座

　
　

次
両
段　

再
拝　
　

次
中
臣
祓
一
座

　
　

次
再
拝　
　
　
　
　

次
退
下

　
　
　
　

以
上

　
　

寛
永
八　
　
　
　
　
　
　

神
龍
院

　
　
　

十
二
月
十
九
日　
　
　
　
　

龍（
花
押
）

　
　
　
　

秀
能
井
主
膳
方
申
来
、
此
方
注
遣
也（
寛
永
八
年
十
二
月
二
十
九
日
条
）

右
の
う
ち
、
秀
能
井（
藤
屋
）民
部
少
輔
と
あ
る
の
が
兄
の
時
守
、
主
膳
正
と
あ
る
の
が
弟
の
市
守
で
あ
る
。
寛
永
四
年
八
月
ま
で
は

「
藤
屋
」
姓
と
し
て
見
え
る
が
、
翌
九
月
以
降
は
、
寛
永
八
年
十
月
六
日
条
に
一
例
だ
け
「
藤
屋
民
部
少
輔
」
と
あ
る
の
を
除
き
、
全
て

「
秀
能
井
」
姓
で
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
四
年
九
月
頃
、「
秀
能
井
」
と
改
姓
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
寛
永
五
年
十
月
の
年
記
が
あ
る
天
河

神
社
蔵
小
面
に
「
秀
能
井
」
と
署
名
が
見
え
る
こ
と
と
も
矛
盾
し
な
い
。『
舜
旧
記
』
に
は
、
秀
能
井
時
守
・
市
守
の
名
が
ほ
ぼ
毎
回
、

セ
ッ
ト
で
登
場
す
る
。
二
人
が
し
ば
し
ば
行
動
を
共
に
し
て
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
秀
能
井
兄
弟
が
神
書
制
作
の
場
に
お
い
て

も
共
同
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
森
本
仙
介
「『
元
要
記
』
の
成
立
と
そ
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
─
17
世
紀
、
春
日
禰
宜
に
よ
る
神

書
制
作
の
一
端
」（『
神
道
宗
教
』
一
七
五
号
、
一
九
九
九
年
、
神
道
宗
教
学
会
）が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
天
河
神
社
蔵
小
面
の
銘
記
に
秀
能
井
時

守
・
市
守
の
二
人
の
名
前
が
並
ん
で
見
え
る
の
も
、
天
河
社
へ
の
面
寄
進
が
兄
弟
に
よ
る
共
同
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
な
の
で

あ
ろ
う
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
面
の
制
作
も
ま
た
、
二
人
が
共
同
し
て
行
っ
た
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
私

は
そ
の
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
朱
書
銘
に
記
さ
れ
る
「
新
輔
」
の
名
乗
り
が
、
秀
能
井
時
守
の

も
の
と
も
、
市
守
の
も
の
と
も
、
い
ず
れ
と
も
見
な
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。『
舜
旧
記
』
に
よ
れ
ば
、
寛
永
五
年
当
時
、
秀
能
井
時
守
は
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民
部
少
輔
、
市
守
は
主
膳
正
を
名
乗
っ
て
お
り
、
朱
書
銘
に
も
そ
の
官
名
を
用
い
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
「
新
輔
」
は
、
秀
能
井

時
守
・
市
守
と
は
ま
た
別
人
と
見
る
の
が
自
然
な
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
野
田
新
助
」「
新
輔
」
と
秀
能
井
家
と
が
全
く
無
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。『
わ
ら
ん
べ
草
』
は
、
野
田

新
助
作
の
面
に
「
秀
能
井
」
の
銘
記（
そ
れ
が
刻
銘
で
あ
る
の
か
墨
書
銘
で
あ
る
の
か
は
不
明
な
が
ら
）が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
面

が
天
河
神
社
蔵
の
小
面
と
は
ま
た
別
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、「
秀
能
井
」
と
銘
記
し
た
野
田
新
助
作
の
面
が
他
に
も

あ
っ
た
の
は
確
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
が
所
蔵
す
る
金
剛
座
ツ
レ
長
命
家
の
伝
書
『
秘
書
』（
江
戸
後
期
頃
）

に
は
、「
面
時
代
年
数
覚
」「
金
剛
代
々
家
面
作
者
附
」
の
記
事
に
続
き
、「
一
、
秀
能
井
、
春
日
神
人
、
野
田
住
、
狂
言
面
打
」
と
い
う

一
条
が
見
え
、
春
日
社
禰
宜
の
秀
能
井
が
狂
言
面
を
打
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
が
野
田
新
助
と
同
人
で
あ
る
こ
と
は
、
右
に

「
野
田
住
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
ま
ず
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
秀
能
井
姓
の
面
打
は
確
か
に
い
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
が
野
田
新
助
と
同
人
で
あ
っ
た
可
能
性
は
や
は
り
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
春
日
社
の
禰
宜
は
南
郷
方
・
北
郷
方
・
若
宮
方
の
三
方
に
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
北
郷
方
の
禰
宜
は
野

田
村
に
住
ん
だ
た
め
、
野
田
禰
宜
と
も
称
し
、
名
乗
り
に
も
野
田
を
姓
と
し
て
用
い
る
例
が
多
い
。
秀
能
井
は
北
郷
方
の
禰
宜
で
あ
り
、

秀
能
井
新
輔
が
「
野
田
新
助
」
の
通
称
で
呼
ば
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、
そ
の
「
新
助（
新
輔
）」
は
一
体
誰
な
の
か
。

先
の
天
河
神
社
蔵
の
小
面
の
銘
記
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
秀
能
井
時
守
・
市
守
の
さ
ら
に
幼
少
の
弟
、
あ
る
い
は
、
秀
能
井
時
守
な
い

し
市
守
の
息
子
が
す
な
わ
ち
「
野
田
新
助
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
一
家
の
ま
だ
若
年（
あ
る
い
は
幼
年
）

の
者
が
打
っ
た
面
を
、
秀
能
井
家
を
代
表
す
る
立
場
に
あ
る
時
守
・
市
守
の
兄
弟
が
寄
進
し
た
の
が
、
天
河
神
社
蔵
の
小
面
で
あ
る
、
と

い
う
推
測
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
野
田
新
助
」
の
活
動
時
期
は
、『
仮
面
譜
』
が
伝
え
る
「
太
閤
時

代
」
よ
り
か
な
り
下
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
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惜
し
む
ら
く
は
、
野
田
新
助
の
確
実
な
作
例
が
僅
か
一
例
し
か
見
出
せ
な
い
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
彼
が
得
意
に
し
た
と
い
う
狂
言

面
の
作
例
が
一
つ
も
な
い
こ
と
は
、
そ
の
面
打
と
し
て
の
真
価
を
知
る
上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
関
屋
俊
彦
「
大
蔵
弥
右
衛
門

家
蔵
『
預
ヶ
道
具
覚
帳
』
に
つ
い
て
」（『
続
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
』〔
二
〇
一
五
年
、
関
西
大
学
出
版
部
〕
所
収
）が
紹
介
す
る
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）十
二
月
付
の
狂
言
大
蔵
家
『
預
ヶ
道
具
覚
帳
』
に
は
、
同
家
所
蔵
の
狂
言
面
の
一
つ
と
し
て
「
さ
ゝ
い　

野
田
作
」
が
挙

が
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
野
田
新
助
作
の
面
な
の
で
あ
ろ
う
。
狂
言
大
蔵
家
に
も
そ
の
作
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
今
後
、
具

体
的
な
作
例
が
出
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

［
大
宮
大
和
］

大
宮
大
和
は
井
関
河
内
門
下
の
名
工
で
、
主
に
江
戸
で
活
躍
し
た
。
喜
多
古
能
の
『
仮
面
譜
』
は
、
大
宮
大
和
に
つ
き
、

　
河
内
弟
子

　

大
宮
大
和
真サ
ネ
モ
リ盛
法
名
木モ
ク
ニ
フ

工
入
、
初
南
都
ノ
社
人
ノ
由
、
後
武
州
江

戸
ニ
住
ス
、
寛
文
十
二
子
年
死
、
百
二
十
六
年

と
記
し
て
お
り
、
寛
文
十
二
年（
一
六
七
二
）の
没
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
概
ね
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
の
次
の
記
事
に
拠
っ
て
い
る
ら
し

い
。

　
武
州
大
宮
大
和　

木
入

　
　

寛
文
十
二
子
年
四
十
二
歳
ニ
テ
死
ス
、
九
十
九
年
ニ
ナ
ル
、
生
年
ヨ
リ
百
四
十
一
年
ニ
成

　
　

南
都
社
人
也
、
河
内
弟
子
ト
ナ
リ
面
打
ト
成

も
っ
と
も
、
大
宮
大
和
の
諱
が
「
真
盛
」
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
典
拠
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

一
方
、
大
宮
大
和
が
も
と
も
と
「
南
都
ノ
社
人
」
す
な
わ
ち
南
都
春
日
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た
こ
と
は
、『
大
野
出
目
家
伝
書
』
が
そ
の

直
接
の
典
拠
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
春
日
社
大
宮
神
主
方
に
属
す
る
北
郷
禰
宜
に
は
「
大
宮
」
を
姓
と
す
る
禰
宜
の
家
系
が
複
数

あ
り
、
大
宮
大
和
の
出
自
が
春
日
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
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本
稿
で
は
、
こ
れ
を
補
強
す
る
も
う
一
つ
の
資
料
と
し
て
、
金
春
家
文
書
の
『
歌
舞
拾
得
集
』（
金
春
安
明
氏
蔵
）の
存
在
を
指
摘
し
て
お

き
た
い
。
同
書
は
江
戸
後
期
の
金
春
安
住
が
能
関
係
の
様
々
な
書
物
を
集
め
て
書
き
写
し
た
大
部
な
能
伝
書
で
、
巻
二
・
巻
五
の
二
冊
の

み
が
現
存
す
る
。
巻
二
は
主
に
大
蔵
庄
左
衛
門
家
蔵
の
伝
書
の
写
し
を
収
め
て
お
り
、
そ
の
中
に
、「
大
蔵
太
夫
秦
経（
花
押
）／
元
禄
十

年
三
月
日
」
と
奥
書
の
あ
る
『
金
春
大
蔵
家
之
面
覚
』
と
題
す
る
一
書
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和　

後
木ボ
ク
ニ
ウ入
と
云

　

右
大
和
ハ
春
日
乃
禰
宜
に
て
有
し
也
、
細
工
よ
く
候
間
、
面
打
に
成
、
江
戸
住
居
仕
、
江
戸
に
て
終
り
候
也

同
書
は
『
仮
面
譜
』
よ
り
も
百
年
ほ
ど
時
代
が
遡
る
、
大
宮
大
和
の
活
動
期
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期（
元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕）の

成
立
で
、
よ
り
信
憑
性
の
高
い
資
料
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
も
、
大
宮
大
和
が
「
春
日
乃
禰
宜
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
が
春
日

社
禰
宜
の
出
身
で
あ
っ
た
と
い
う
説
は
信
じ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大
宮
大
和
の
伝
記
に
関
し
て
は
、『
清
閑
寺
凞
房
卿
記
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）の
万
治
元
年（
一
六
五
八
）十
一
月
十
一
日
条
に
、

「
面
打
藤
原
基
満　

任
大
和
大
掾
、
職
事
昭
房
」
と
し
て
、
大
和
大
掾
受
領
の
記
事
が
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
注
４
）。
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
こ
に
大
宮
大
和
の
名
乗
り
が
「
藤
原
基
満
」
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
点
も
ま
た
、
大
宮
大
和
と
春
日
社
禰
宜
と
の
関
わ
り
を
物
語
っ
て

い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
記
『
家
系
』
に
よ
れ
ば
、
大
宮
神
主
方
の
北
郷
禰
宜
の
過
半
が
「
藤
原
」
を
本
姓
と
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

榊
原
家
の
よ
う
に
、
諱
に
「
基
」
の
通
字
を
有
す
る
家
系
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（
藤
原
基
憲
・
基
久
・
基
房
な
ど
）。
大
宮
大
和

は
、
こ
れ
ら
北
郷
禰
宜
の
系
譜
を
引
く
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
彼
が
授
か
っ
た
「
大
和
大
掾
」
の
受
領
号
に
も
、

大
和
出
身
と
い
う
彼
の
出
自
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
方
、『
仮
面
譜
』
が
伝
え
る
「
真
盛
」

と
い
う
諱
に
つ
い
て
は
、
他
に
確
た
る
証
拠
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
具
体
的
な
依
拠
資
料
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
は
、
大
宮
大
和

の
名
乗
り
は
「
基
満
」
と
す
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。
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『
大
野
出
目
家
伝
書
』
に
よ
れ
ば
、
大
宮
大
和
の
生
年
は
寛
永
八
年（
一
六
三
一
）。
彼
が
い
つ
ま
で
奈
良
に
居
住
し
て
い
た
か
は
不
明
な

が
ら
、
そ
の
後
、
江
戸
に
移
住
す
る
こ
と
で
、
彼
の
活
躍
の
場
は
大
き
く
広
が
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
大
宮
大
和
の
作
例
は
各
地
に
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
泉
屋
博
古
館
蔵
小
面
、
彦
根
城
博
物
館
蔵
小
面
・
長
霊
癋
見
、
国（
文
化
庁
）蔵
泣
増
な
ど
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
天
下
一
大
和
」
の
丸
型
焼
印
が
捺
さ
れ
た
作
例
で
あ
る
が
、
銕
仙
会
蔵
痩
女
の
よ
う
に
、
瓢
箪
型
の
焼
印
を
捺
し
た

作
例
も
僅
か
な
が
ら
存
す
る
。

［
梅
岡
次
郎
兵
衛
］

梅
岡
次
郎
兵
衛
に
つ
い
て
従
来
知
ら
れ
て
い
る
情
報
は
、
喜
多
古
能
の
『
仮
面
譜
』
に
「
近
江
弟
子
」
と
し
て
「
梅
岡
次
郎
兵
衛　

江

戸
ニ
住
ス
」
と
挙
が
っ
て
い
る
の
が
そ
の
全
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
は
京
住
の
面
打
児
玉
近
江
の

弟
子
で
、
江
戸
で
活
動
し
た
と
い
う
。
彼
の
名
は
、『
面
打
秘
伝
書
』
や
『
大
野
出
目
家
伝
書
』
な
ど
に
も
記
載
が
な
く
、
よ
っ
て
『
仮

面
譜
』
の
右
の
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
全
く
検
証
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

し
か
る
に
、
前
記
『
歌
舞
拾
得
集
』
巻
二
所
収
の
元
禄
十
年
奥
書
『
金
春
大
蔵
家
之
面
覚
』
に
は
、
先
の
大
宮
大
和
の
条
に
続
い
て
、

次
の
よ
う
な
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　

一
、
春
日
乃
禰
宜
野
田
乃
次
郎
兵
衛
打
、
同
喜
兵
衛
打
と
云
有

右
に
言
う
「
野
田
乃
次
郎
兵
衛
」
が
梅
岡
次
郎
兵
衛
と
思
し
く
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
も
ま
た
南
都
春
日
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
前
記
『
家
系
』
に
は
梅
岡
姓
の
禰
宜
の
存
在
が
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）刊
の
地
誌
『
奈
良
曝
』
に
は
、

「
禰
宜
役
者
」
と
し
て
「
本
高
畠
町　

脇　

梅
岡
次
左
衛
門
」
の
名
が
見
え
、
江
戸
前
期
に
は
梅
岡
姓
の
禰
宜
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
に
「
野
田
乃
次
郎
兵
衛
」
と
あ
る
の
も
、
彼
が
春
日
社
禰
宜
の
う
ち
北
郷
方
の
禰
宜
で
あ
っ
た
事
実
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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実
際
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
は
、『
仮
面
譜
』
が
伝
え
る
「
江
戸
」
で
は
な
く
、
奈
良
の
住
人
で
あ
っ
た
。
右
の
『
奈
良
曝
』「
諸
職
名
匠
」

の
項
に
は
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
名
が
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

面
打

　
　

坊
屋
敷
六
軒
屋
町　
　
京
児
玉
近
江
大
掾
弟
子　

梅
岡
二
郎
兵
衛

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
は
奈
良
の
坊
屋
敷
六
軒
屋
町
に
住
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。『
仮
面
譜
』
が
そ
の
梅
岡
を
江
戸
の
居

住
と
し
た
の
は
、
確
た
る
証
拠
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
喜
多
古
能
の
祖
父
喜
多
十
太
夫
定
能
が
公
儀
に
提
出
し
た
「
喜
多
十
太
夫
書

上
」（『
享
保
六
年
書
上
』）の
「
十
作
之
時
代
」
に
、「
私
養
父
代
、
児
玉
近
江
与
申
候
面
打
之
弟
子
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
与
申
者
罷
在
、
右
之

次
郎
兵
衛
所
持
仕
候
を
写
置
申
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
の
連
想
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
右
は
十
太
夫
定
能
の
養

父
に
あ
た
る
喜
多
成
能
が
梅
岡
次
郎
兵
衛
所
持
の
面
伝
書
を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
事
実
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら
、
梅
岡
次
郎
兵

衛
も
ま
た
江
戸
の
住
で
あ
っ
た
ろ
う
と
い
う
連
想
が
働
い
た
結
果
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
が
江
戸
住
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
傍
証
は
何
一
つ
な
い
。
右
の
『
奈
良
曝
』
に
従
っ
て
、
奈
良
住
の
面
打
と
す
る
の
が
妥
当
な
の
で
あ
る
。
な
お
、『
奈
良

曝
』「
諸
職
名
匠
」
の
別
の
箇
所
に
は
、

　

茶
入
つ
く
ろ
い

　
　

坊
屋
敷
六
軒
屋
町　
　
　
　
　
　
　

梅
岡
二
郎
兵
衛

と
あ
り
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
は
面
打
で
あ
る
と
同
時
に
、「
茶
入
つ
く
ろ
い
」
の
看
板
を
も
掲
げ
て
い
た
ら
し
い
。
坊
屋
敷
六
軒
屋
町
は
春

日
社
禰
宜
の
居
住
地
で
あ
る
野
田
町
・
高
畠
町
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
町
人
町
で
、
彼
は
春
日
社
の
禰
宜
と
し
て
の
勤
め
も
そ
こ
そ
こ
に
、

面
打
・
茶
入
繕
い
の
家
業
に
精
を
入
れ
る
日
々
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

梅
岡
次
郎
兵
衛
の
実
作
例
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
草
深
清
「
大
蔵
家
狂
言
面
と
小
瀬
家
文
書
」（『
芸
能
史
研
究
』
九
十
五
号
、
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一
九
八
六
年
）が
、
小
瀬
家
蔵（
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
）の
狂
言
面
の
一
つ
と
し
て
、「
梅
岡
次
郎
兵
衛
作
」
と
箱
書
き
の
あ
る
通
円
の
面
を
紹

介
し
て
い
る
の
が
数
少
な
い
作
例
で
あ
る
。
小
瀬
家
は
代
々
金
融
業
を
営
む
奈
良
町
の
町
人
。
幕
末
・
明
治
期
の
当
主
小
瀬
孫
作
は
森
川

杜
園
に
師
事
し
て
狂
言
の
稽
古
を
行
う
素
人
役
者
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
孫
作
が
明
治
十
五
、六
年
頃
に
狂
言
大
蔵
家
の
所
蔵
面
を
譲
り
受

け
た
中
に
、
右
の
通
円
面
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
通
円
は
、
乱
杭
状
の
歯
列
が
や
や
滑
稽
味
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
の
、
狂
言
面
ら
し
か
ら
ぬ
、
端
正
で
上
品
な
表
情
の
面
で
、
面
裏

は
横
方
向
の
刀
目
を
基
調
と
し
、
薄
く
茶
褐
色
の
拭
漆
を
施
し
て
い
る
。
焼
印
や
銘
記
は
な
く
、
作
者
不
明
だ
が
、
こ
の
面
を
収
め
る
面

箱
の
蓋
裏
に
は
次
の
よ
う
な
墨
書
が
記
さ
れ
、
大
蔵
弥
太
郎
虎
文
が
文
政
六
年（
一
八
二
三
）付
で
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
作
と
極
め
て
い
る
。

　

通
圓
面　
親
梅
岡
次
郎
兵
衛

　

作
無
相
違
者
也

　

文
政
六
癸未

年
霜
月

　
　

二
十
代
目

　
　
　

大
蔵
弥
太
郎
乕
文

　
　
　
　
　
　
　

極
之　
　
　

中
村（
花
押
）

こ
の
極
め
の
当
否
は
も
と
よ
り
不
明
だ
が
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
作
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
一
つ
の
指
標
と
は
な
ろ
う
。

こ
の
他
、
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
グ
ラ
ッ
シ
博
物
館
に
も
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
作
と
思
し
き
二
面
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
注
５
）。
一
つ
は

「
老
女
今
春
面
写

梅
岡
次
郎
兵
衛

」
と
付
札
の
あ
る
老
女
面
、
も
う
一
つ
は
「
そ
う
今
春
面
写

梅
若
次
郎
兵
衛
打

」（「
梅
若
」
は
「
梅
岡
」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）と
付
札
の
あ
る
増
女
面

で
あ
る
。
と
も
に
面
裏
に
焼
印
・
銘
記
は
な
い
が
、
両
目
の
裏
の
刳
り
方
が
小
振
り
の
き
れ
い
な
円
形
に
な
っ
て
い
る
点
が
先
の
通
円
面

と
も
共
通
し
、
そ
れ
が
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
作
面
の
特
徴
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
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右
の
通
円
面
が
狂
言
大
蔵
家
の
旧
蔵
と
伝
え
る
よ
う
に
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
は
大
蔵
家
と
関
係
が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
野
田
新
助
の

項
で
触
れ
た
狂
言
大
蔵
家
『
預
ヶ
道
具
覚
帳
』
に
も
、
同
家
蔵
の
狂
言
面
と
し
て
「
じ
や
口　

梅
岡
作
」
が
挙
が
っ
て
お
り
、
大
蔵
家
に

は
通
円
の
他
に
も
梅
岡
次
郎
兵
衛
作
の
面
が
い
く
つ
か
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
宝
暦
名
女
川
本
狂
言
伝
書
『
萬
聞
書
』（
檜
書
店
蔵
）に
は
、

近
世
の
面
打
の
一
人
と
し
て
「
大
蔵
弥
右
衛
門
弟
子
」
の
「
次
郎
兵
衛
」
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
「
次
郎
兵
衛
」
が
梅
岡
次
郎

兵
衛
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
彼
は
大
蔵
弥
右
衛
門
に
師
事
し
て
狂
言
を
も
学
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

梅
岡
次
郎
兵
衛
の
生
没
年
は
不
明
で
あ
る
。
前
記
通
円
面
の
箱
書
に
は
、「
親
梅
岡
次
郎
兵
衛
」
と
あ
り
、
次
郎
兵
衛
が
親
子
二
代
に

わ
た
っ
て
面
を
打
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
た
だ
し
、
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
二
代
目
に
つ
い
て
は
全
く
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
な
お

後
考
に
俟
ち
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
南
都
春
日
社
の
禰
宜
衆
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
四
名
の
面
打
の
事
跡
を
検
討
し
て
き
た
。『
仮
面
譜
』
な
ど
の
文
献
資
料
に

よ
っ
て
春
日
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
は
こ
の
程
度
で
あ
る
が
、
面
作
を
手
掛
け
る
禰
宜
は
ま
だ
他
に
も
い
た
よ
う
で

あ
る
。
例
え
ば
、
野
田
新
助
作
の
小
面
を
伝
え
る
吉
野
の
天
河
神
社
に
は
、
次
の
よ
う
な
刻
銘
を
有
す
る
山
姥
面
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　

奉
寄
進

　

天
川
弁
才
天
女

　
　

藤
原
守
盛
敬白

こ
れ
は
藤
原
守
盛
な
る
人
物
が
寄
進
し
た
面
で
、
作
者
も
ま
た
同
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
藤
原
守
盛
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ

が
な
い
が
、
藤
原
姓
を
名
乗
り
、「
守
盛
」
の
よ
う
に
「
守
」
字
を
含
む
諱
を
持
つ
人
物
は
、
北
郷
禰
宜
に
多
か
っ
た
。
前
述
の
秀
能
井
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家
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
同
家
の
江
戸
中
期
の
当
主
に
は
「
守
衛
」「
守
尹
」「
守
冨
」
な
ど
の
名
前
が
並
ん
で
い
る（『
家
系
』）。『
家
系
』

所
収
の
秀
能
井
家
系
図
に
「
守
盛
」
の
名
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
前
記
『
春
日
藤
原
禰
宜
系
図
』
乙
本
に
は
、
秀
能
井
時
守
・
市
守
兄

弟
に
次
ぐ
「
三
男
」
と
し
て
「
守
盛
」
の
名
前
が
見
え
、
こ
れ
が
山
姥
面
の
作
者
「
藤
原
守
盛
」
と
同
一
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
江
戸
初
期
の
野
田
新
助
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
秀
能
井
家
と
面
作
と
の
深
い
繋
が
り
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
他
、
天
正
期
に
活
躍
し
た
面
打
山
田
喜
兵
衛
も
、
南
都
禰
宜
衆
と
の
関
係
が
予
想
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
山
田
喜
兵
衛
は
大
蔵
虎

明
の
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
、
長
命
徳
右
衛
門
伯
父
の
狂
言
面
打
「
だ
ん
ま
つ
ま
」
の
弟
子
と
し
て
見
え
る
人
物
。
面
裏
に
「
叶
」
の
一
字

を
刻
む
の
が
特
徴
で
、
そ
の
刻
銘
を
有
す
る
作
例
が
現
在
十
四
例
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
（
注
６
）。
こ
の
う
ち
、
天
河
神
社
蔵
の
猩
々
は
彼
の
代
表

作
と
し
て
有
名
で
、「
天
正
十
九
年
正
月
六
日
／
ヤ
マ
タ
□
キ
ヒ
ヤ
ウ
ヱ
作
／
年
老
五
十
八
歳
」
と
の
銘
記
が
あ
り
、
山
田
喜
兵
衛
が

五
十
八
歳
の
時
の
作
と
知
ら
れ
る
。
そ
の
作
者
銘
の
「
ヤ
マ
タ
□
キ
ヒ
ヤ
ウ
ヱ
」
に
は
難
読
の
一
字
が
含
ま
れ
、
こ
の
一
字
は
「
門
」
と

読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
が
（
注
７
）、「
門
」
で
は
意
味
が
通
じ
ず
、
こ
れ
を
「
ヤ
マ
タ
川
」
と
呼
ん
で
、
南
山
城
の
山
田
川
に
因
む
苗
字
か
と
す

る
説
も
あ
る
（
注
８
）。
山
田
喜
兵
衛
の
面
打
の
師
匠
「
だ
ん
ま
つ
ま
」
が
、
南
山
城
を
拠
点
に
活
動
す
る
長
命
徳
右
衛
門
の
伯
父
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
彼
も
ま
た
南
山
城
と
縁
の
深
い
人
物
だ
と
推
測
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
南
山
城
相
楽
郡
に
は
「
山
田
」
の
村
名

は
あ
る
が
、「
山
田
川
」
の
村
名
は
な
く
、
苗
字
を
山
田
川
と
見
る
の
は
難
し
い
。『
わ
ら
ん
べ
草
』
な
ど
の
文
献
資
料
か
ら
も
、
喜
兵
衛

の
姓
は
や
は
り
「
山
田
」
で
あ
っ
た
と
見
る
他
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
触
れ
た
『
歌
舞
拾
得
集
』
巻
二
所
収
の
元
禄
十
年
奥
書
『
金
春
大
蔵
家
之
面
覚
』
に
、「
春
日
乃
禰

宜
野
田
乃
次
郎
兵
衛
打
、
同
喜
兵
衛
打
と
云
有
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
同
喜
兵
衛
」
が
山
田
喜
兵
衛
を
指
す
ら

し
く
、『
金
春
大
蔵
家
之
面
覚
』
は
、
彼
も
ま
た
「
春
日
乃
禰
宜
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
に
南
都
禰
宜
衆
の
中
に
は
山

田
姓
の
禰
宜
が
何
家
か
あ
っ
た
。『
奈
良
曝
』
に
は
狂
言
方
の
禰
宜
役
者
と
し
て
「
山
田
理
右
衛
門
」
の
名
が
、『
家
系
』
に
は
南
郷
禰
宜
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と
し
て
「
山
田
鉄
丸
采
女
春
佐
」「
山
田
騰
采
女
春
肥
」「
山
田
新
采
女
春
嘉
」
の
三
家
の
系
譜
が
挙
が
っ
て
い
る
。
天
正
期
の
南
都
禰
宜

衆
は
南
山
城
の
長
命
座
の
役
者
と
共
演
す
る
機
会
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
南
山
城
相
楽
郡
山
田
村
住
の
喜
兵
衛
を
南
都
禰
宜
衆
と
誤
認
し

た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
山
田
喜
兵
衛
が
南
都
禰
宜
衆
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
明
確
な
証
拠
も
ま
た
見
当
た
ら

な
い
。
彼
が
南
都
禰
宜
衆
の
面
打
で
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
に
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
提
示
し
て
お
き
た
い
。

南
都
禰
宜
衆
の
演
能
活
動
の
活
発
化
に
伴
い
、
禰
宜
衆
の
中
に
も
面
作
を
手
掛
け
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
現
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
近

江
の
井
関
家
、
越
前
の
出
目
家
と
並
び
、
南
都
に
お
い
て
も
面
制
作
の
伝
統
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
本

稿
で
取
り
上
げ
た
四
名
は
互
い
に
そ
れ
ぞ
れ
師
弟
関
係
を
結
ん
で
い
た
形
跡
も
な
く
、
井
関
家
や
出
目
家
の
よ
う
な
代
々
継
承
さ
れ
る
面

打
の
有
力
家
系
を
創
出
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
近
世
初
頭
の
能
楽
の
隆
盛
を
側
面
か
ら
支
え
る
存
在
と
し
て
、
彼
ら
南
都
禰
宜
衆

の
面
打
が
い
た
こ
と
は
、
能
面
制
作
史
の
一
断
面
と
し
て
記
憶
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
南
都
禰
宜
衆
が
勝

れ
た
狂
言
役
者
を
陸
続
と
輩
出
し
た
と
い
う
歴
史
を
反
映
し
、
野
田
新
助
や
梅
岡
次
郎
兵
衛
の
よ
う
に
、
狂
言
面
を
数
多
く
手
掛
け
る
面

打
の
活
動
が
目
立
つ
点
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
狂
言
面
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
彼
ら
の
活
動
は
決
し
て

無
視
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
実
態
解
明
に
は
な
お
多
く
の
作
例
を
集
め
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）「『
仮
面
譜
』
の
成
立
」（『
能
楽
研
究
』
三
十
八
号
、
二
〇
一
四
年
）、「
面
打
ホ
ウ
ラ
イ
考
」（『
能
楽
研
究
』
三
十
九
号
、
二
〇
一
五
年
）、「
面
打
井

関
考
」（『
能
楽
研
究
』
四
十
号
、
二
〇
一
六
年
）、「
面
打
井
関
備
中
守
追
考
」（『
能
楽
研
究
』
四
十
三
号
、
二
〇
一
九
年
）、「
面
打
角
坊
考
」（『
能

楽
研
究
』
四
十
三
号
、
二
〇
一
九
年
）参
照
。
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（
２
）『
大
野
出
目
家
伝
書
』
の
本
文
は
、
文
化
四
年（
一
八
〇
七
）に
金
春
安
住
が
書
写
し
た
金
春
家
本（
金
春
安
明
氏
蔵
）に
、『
仮
面
譜
』
の
本
文
は
同

書
版
本
に
拠
っ
た
。

（
３
）『
面
目
利
書
』
の
本
文
は
、
明
治
三
十
三
年
に
横
井
時
冬
所
持
本
を
書
写
し
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所
蔵
本
に
拠
っ
た
。

（
４
）中
村
保
雄
「
江
戸
初
期
の
能
面
作
者
た
ち（
上
）」（『
わ
か
め
』
六
号
、
一
九
七
九
年
、
耕
春
会
）、
同
「
世
襲
面
打
家
の
経
緯
に
つ
い
て
」（『
京
都

文
化
短
期
大
学
紀
要
』
十
五
号
、
一
九
九
一
年
）に
指
摘
が
あ
る
が
、
元
に
な
っ
て
い
る
の
は
安
田
富
貴
子
氏
に
よ
る
調
査
と
思
わ
れ
る
。
安
田
富

貴
子
『
古
浄
瑠
璃
─
太
夫
の
受
領
と
そ
の
時
代
』「
諸
職
受
領
関
係
資
料
」（
一
九
九
八
年
、
八
木
書
店
）参
照
。

（
５
）�T

om
�Grigull

『Japanische�Larven�und�M
asken:�Eine�Leipziger�Sam

m
lung,�die�T

okugaw
a�und�die�D

ainenbutsu-Sarugaku�

in�K
yōto

』（
二
〇
一
一
年
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
大
学
文
化
学
専
攻
博
士
論
文
）。

（
６
）田
邉
三
郎
助
「
能
面
芸
術
の
形
成
」（『
論
集
日
本
の
仮
面
』（
下
巻
）〔
二
〇
一
九
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
〕
所
収
）参
照
。

（
７
）野
上
豊
一
郎
『
能
面
論
考
』（
一
九
四
四
年
、
小
山
書
店
）、
田
邉
三
郎
助
「
能
面
芸
術
の
形
成
」
な
ど
。

（
８
）菅
居
正
史
「
大
和
の
能
面
」（『
大
和
の
能
面
』〔
一
九
九
六
年
、
保
育
社
〕）参
照
。


